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あらまし：本研究は，学習支援者の支援がなくても期限を守って e ラーニングを受講できる学習者の特性

を把握するために，二つの相違点から学生の e ラーニング受講状況を検討した．第一に学習計画習慣の有

無であり，第二に先輩受講者によるデジタルストーリーテリング（DST）コンテンツ視聴の有無である．

本研究の対象となった e ラーニングは受講期間が短期であったが，学習計画習慣の有無による違いがあ

る程度みとめられ，DST コンテンツも一時的には早期受講を促進していると推測できた． 
キーワード：学習計画習慣，デジタルストーリーテリング，自己調整学習，ブレンディッドラーニング 

 
 
1. はじめに 
本研究では，対面授業と非同期分散型 e ラーニン

グを組み合わせたブレンド型授業における自己調整

学習の支援方法を探るため，学習計画を立てる習慣

に注目し，e ラーニング受講の有無，DST コンテン

ツの活用状況等を比較する．特に，前年度修了者に

よるデジタルストーリーテリング（DST）コンテン

ツについては，昨年度本学会全国大会でピアサポー

トとしての効果を検討したのに続き(1)，その際の議

論を受けて，そもそもどのような学習者が DST コン

テンツにアクセスしたのかを分析する． 
著者らの関心は，学習支援者による e ラーニング

の受講支援から自律的に学べる学習者の育成に移っ

てきており(2)(3)，本研究は，学習支援者の支援がなく

ても期限内にコンテンツを受講できる学習者の特性

を把握する足がかりを得る目的を持っている． 
 

2. 対象と方法 

2.1 授業・受講者 

対象となるのは，2012 年度から 2014 年度（それ

ぞれ後期）に地方国立大 A 大学において開講された

気象学の基礎を学ぶ教養科目であり，同一の教員が

担当して同一内容の 2 コマが同時開講された．全 15
回の授業のうち，第 6 回までは主に座学で，e ラー

ニングは授業の後半に予定された実習の予習教材と

して合計 4 本提供された．実習において，学生は実

際の気象データを用いてグループで天候の予測に取

り組んだ．e ラーニングの内容は，実習で用いる天気 

表 1 対象となった授業 
年度 分析対象者

（受講者）

e ラーニング DST コン

テンツ 予習用 授業代替 
2012 394 (433) 4 本   
2013 169 (181) 4 本  4 本 
2014 109 (124) 4 本 10 回分  

 
図やデータの読み方が中心であり，実習 1 回あたり

1 本（15～20 分程度）が課せられた．第 3 回を除く

受講期間は 1週間，第 3回の受講期間は約 2週間で，

受講期限の後もアクセスできる． 
分析対象となる学生は，表 1 のとおりであり，受

講申込者のうちアンケート未回答者および LMS に

一度もログインしなかった学生は除いた．また，2014
年はすべての対面講義（10 回分；30 本）を e ラーニ

ング化し，欠席した場合の代替受講を認めた． 

2.2 開始時アンケート 

開講時に受講学生に対して実施したアンケート調

査では，他者の助言を受けたい度合い（ヘルプシー

ク・8 項目），自己調整方略（33 項目），集中できる

時間帯（2 時間刻み）などと並んで，二件法で「学習

計画を立ててから，学習をはじめますか」という項

目を設定している．後述するように，これは学習計

画を立てる習慣があるかを訊ねるものである． 

2.3 DST コンテンツ 

2013 年度に提供された DST コンテンツには，前

年度同一の授業を受講し，全ての e ラーニングを期

限内に視聴して，単位を取得した学生 4 名（3 学部，
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女性 3 名，男性 1 名）が出演した．一本 2～3 分で，

「締め切りを守って受講できた理由」や「受講時に

心がけたこと」などのテーマで前年度の受講を振り

返ってもらった．  
コンテンツは初回 e ラーニングの締め切り後に

「先輩の声（e ラーニング受講のポイント）」と題し

て e ラーニングと同じ LMS から公開した．DST コ

ンテンツ活用への呼びかけは，公開直前の対面授業

と受講学生全員が使用している SNS における教員

の日記内で行い，受講を強制せず，時期も含めて学

生の自由とした． 

2.4 リサーチクエスチョン 

本研究では，二つの相違点から学生の e ラーニン

グ受講状況を検討する．第一に学習計画習慣の有無

である．受講期間が 1 ヶ月であった e ラーニングの

科目では，学習計画を立てる習慣があるかどうかが

駆け込み受講など受講パターンに影響を与えること

が示唆されているが(4)，受講期間が 1 週間程度と短

く，ブレンディッドラーニングの科目であっても同

様の傾向が見られるかどうかを確認する． 
第二に DST コンテンツ視聴の有無である．昨年度

の発表においてもこの観点からいくつかの値を分析

しており(1)，ここでは，DST コンテンツを提供しな

かった年との違いについても検討する． 
 

3. 結果 

3.1 学習計画習慣の有無 

学習計画習慣の有無から，全 e ラーニングコンテ

ンツを受講した学生数・割合，e ラーニングコンテン

ツの平均受講順位を算出すると，表 2 のような結果

になった．ここからはいくつかの特徴が読み取れる．

第一に，2012 年度と 2014 年度には類似した傾向が

みられることである．具体的には，どちらの年も，

すべての e ラーニングを受講した学生の割合は，学

習計画習慣有群の方が高い．また，初回と最終回の

e ラーニング受講平均順位が逆転し，最終回では学

習計画習慣あり群が早めに受講しているのも両年に

共通している． 
一方，2013 年度は全く異なる傾向を示しており，

全コンテンツを受講した学生の割合が高いのは学習

計画習慣無し群であり，さらに平均順位は初回も最

終回も有り群が早くなっている． 

3.2 DST コンテンツ視聴の有無 

2013 年度 DST コンテンツを 1 本でも視聴した学

生は 41 名（分析対象者数比 24．3％）であり，その

うち 29 名が 4 本とも視聴していた．視聴時期を視

聴本数ベースでみると，第 2 回 e ラーニングの前が

最も多く，全視聴本数の 52．2%を占める 71 本であ

り，以下第 2 回と第 3 回の間の 41 本，第 3 回と第 4
回の間の 17 本，第 4 回以降の 7 本となった． 
このような視聴状況と表 3 に示した e ラーニング

受講順位の推移を比較すると，特に第 2・3 回の順位

差が大きくなっており，DST視聴効果が示唆される． 

表 2 学習活動の特徴 
年度 
（N）

全 eL 
受講 

平均 
順位* 

2013 計

画習慣

DST 
視聴※

有 12 (230) 113 (49%) 176, 154 有 
N=87 

24 名 
(28%) 13 (87) 50 (57%) 66, 73 

14 (55) 30 (55%) 28, 24 
無 12 (154) 65 (42%) 175, 163 無 

N=70 
15 名 
(21%) 13 (70) 41 (59%) 68, 74 

14 (51) 27 (53%) 26, 29 

*第 1 回，第 4 回の順位，※2名は該当項目未回答 
表 3 e ラーニング受講順位平均値（2013 年度） 
DST
視聴
(N) 

e ラーニング受講 
全部視

聴(%) 
平均順位 

1 回 2 回 3 回 4 回 
有 
(41) 

20 
(70.7) 

62.66 58.26 65.00 69.95 

無
(128) 

66 
(51.6) 

68.48 74.20 78.59 75.54 

差分 ― 5.83 15.94 13.59 4.59 

 
4. 考察と課題 
本研究の対象となった e ラーニングは，受講期間

が短期であったが，学習計画習慣の有無による違い

がある程度みとめられ，DST コンテンツも一時的に

は早期受講を促進していると推測できた． 
一方で，2013 年の学習計画習慣有り群では，DST

コンテンツ視聴群の平均順位が 73→64→73→67 と

推移し，学習計画習慣無し群で，DST コンテンツを

視聴群の平均順位が 45→48→56→65 と推移してい

たことから，DST コンテンツの影響が，どのように

作用しているのかを探り，学習支援としての DST コ

ンテンツの設計や提供方法をさらに研究したい． 
また今回は未検討であった，自己調整方略に関す

る項目と学習活動に関するデータとの関係も検討し，

自律的に学ぶ学習者像を明らかにしたい 
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